
リニア関連の申し入れと労使協議開催の有無
申入年月日 号 開 催 の 有 無

2008. 8. 1 ３号 窓口回答

2009. 6.30 ２号 第１四半期決算経営協議会

で回答

10.30 16号 労使協議なし

2010. 3.18 29号 労使協議なし

8.25 ９号 労使協議なし

2011. 3.29 34号 東日本大震災の業務委員会

として開催

7.11 ４号 労使協議なし

2012. 8. 8 10号 第10、14号と併せて業務委

9.18 14号 員会開催

※労働協約等と併せた申し入れは除く
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リニアの申し入れで初の業務委員会
見通しの甘さ、安全対策の不備等が露呈

冒
頭
、
会
社
か
ら
「
社
内

外
に
経
営
協
議
会
等
が
開
催

さ
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に

Ｊ
Ｒ
東
海
労
が
喧
伝
し
て
い

る
が
、
基
本
協
約
に
則
り
進

捗
状
況
等
を
適
宜
説
明
し
て

き
て
い
る
」
と
抗
議
を
受
け

ま
し
た
が
、
「
経
営
協
議
会

で
会
社
か
ら
の
一
方
的
な
説

明
し
か
行
っ
て
い
な
い
。
申

し
入
れ
に
対
し
て
は
、
対
応

し
て
い
な
い
の
が
こ
ち
ら
の

認
識
だ
」
と
反
論
し
、
そ
の

議
論
は
対
立
に
終
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
業
務
委
員
会
は

２
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
会
社
の
回
答
に
１
時

間

分
も
費
や
し
、
約

分

15

20

の
時
間
延
長
を
し
た
も
の

の
、
十
分
な
議
論
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

会
社
見
解
は
、
需
要
、
建

設
費
、
安
全
対
策
、
環
境
な

ど
、
全
て
に
お
い
て
見
通
し

が
甘
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
試

算
と
な
る
根
拠
も
明
確
に
答

え
ず
、
交
通
政
策
審
議
会
が

了
承
し
た
こ
と
を
以
て
、
試

算
の
正
当
性
を
主
張
し
ま
し

た
。
更
に
、
非
開
示
デ
ー
タ
、

リ
ニ
ア
技
術
に
関
わ
る
情
報

を
理
由
に
回
答
し
な
い
も
の

が
あ
り
、
全
く
不
誠
実
な
対

応
に
終
始
し
ま
し
た
。

減
は
考
慮
し
て
い
な
い
。
経

験
則
か
ら
算
定
し
た
」
と
回

答
し
、
需
要
試
算
の
曖
昧
さ

を
暴
露
し
ま
し
た
。

会
社
は
以
上
の
試
算
を
し

つ
つ
、
「
具
体
的
な
ダ
イ
ヤ

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
開

の
根
拠
が
崩
れ
る
な
ど
の
都

合
が
悪
く
な
る
と
し
か
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

非
開
示
デ
ー
タ
や
会
社
が

回
答
し
な
か
っ
た
項
目
は
、

前
記
の
他
、
Ｊ
Ｒ
東
海
で
消

費
す
る
各
部
署
の
電
力
量
・

電
力
料
金
等
、
途
中
駅
に
お

け
る
通
過
列
車
の
待
避
時

間
、
各
駅
停
車
列
車
の
運
転

時
間
等
、
変
電
所
の
設
置
箇

所
等
で
、
リ
ニ
ア
技
術
に
関

わ
る
情
報
で
回
答
し
な
か
っ

た
項
目
は
、
転
て
つ
機
の
動

作
時
間
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
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建
設
理
由
は
存
在
し
な
い
！

直
ち
に
リ
ニ
ア
建
設
を
中
止
せ
よ
！

月

日
、「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
関
す
る
申
し
入
れ
」（
申
第

号
）
、「
リ

10

10

10

ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
関
す
る
追
加
申
し
入
れ
」
（
申
第

号
）
に
対
す
る
業
務
委

14

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
８
月
１
日
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す

る
申
し
入
れ
を
行
っ
て
以
来
、
申
し
入
れ
に
対
し
て
の
業
務
委
員
会
の
開
催
は
初
め

て
で
す
。
業
務
委
員
会
に
は
、
会
社
よ
り
中
央
新
幹
線
建
設
部
谷
口
副
長
、
首
藤
係

長
が
説
明
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
（
『
業
務
速
報
』
№
８
３
０
参
照
）。

不
誠
実
な
態
度
に
終
始
し
た
会
社

需
要
に
関
し
て
は
、
会
社

は
大
阪
開
業
の
場
合
、
１
編

成

両
・
定
員
１
０
０
０

16
人
、
１
日
平
均
２
６
０
本
（
１

時
間
当
た
り
上
下

本
）
と

16

し
て
、
年
間
４
１
６
億
人
キ

ロ
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
平

成

年
度
の
東
海
道
新
幹
線

23
の
輸
送
人
キ
ロ
は
４
４
３
億

３
０
０
万
人
キ
ロ
で
、
東
海

道
新
幹
線
に
匹
敵
す
る
輸
送

人
員
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
東
海
道
新
幹
線
と

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
比
較

す
る
と
、
乗
車
定
員
、
運
転

本
数
は
、
圧
倒
的
に
東
海
道

新
幹
線
が
優
位
で
す
。
リ
ニ

ア
の
試
算
値
か
ら
乗
車
率
を

計
算
す
る
と
１
列
車
当
た
り

約
８
割
に
な
り
ま
す
（
距
離

は
営
業
キ
ロ
で
算
出
）。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
需
要
の

試
算
に
つ
い
て
「
少
子
高
齢

化
で
２
０
３
５
年
に
は
、
リ

ニ
ア
沿
線
都
府
県
の
産
業
人

口
（

～

歳
）
は
２
０
１

15

64

０
年
と
の
対
比
で

．
３
％

17

減
に
な
る
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。

人
口
減
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
」
と
質
問
し

ま
し
た
。
会
社
は
「
需
要
は

シ
ェ
ア
で
見
て
い
る
。
人
口

曖
昧
な
需
要
見
通
し

一
方
、
東
海
道
新
幹
線
の

東
京
・
品
川
～
名
古
屋
間
の

輸
送
人
キ
ロ
の
解
明
な
ど
、

非
開
示
デ
ー
タ
と
し
て
会
社

は
回
答
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
な
ぜ
非
開
示
な
の
か
」
と

の
質
問
に
対
し
て
も
、
「
非

開
示
だ
か
ら
開
示
し
な
い
」

と
、
回
答
な
ら
ざ
る
回
答
の

一
点
張
り
で
し
た
。
会
社
は
、

リ
ニ
ア
名
古
屋
開
業
で
東
海

道
新
幹
線
か
ら
の
移
転
は
１

２
２
億
人
キ
ロ
と
試
算
し
て

い
ま
す
。
東
海
道
新
幹
線
の

区
間
別
の
輸
送
実
績
が
明
ら

か
に
な
る
と
、
リ
ニ
ア
試
算

多
す
ぎ
る
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

業
時
期
の
経
済
情
勢
や
他
の

輸
送
機
関
の
動
向
等
を
踏
ま

え
て
開
業
が
近
づ
い
た
時
点

で
決
定
す
る
」
と
の
見
解
を

示
し
た
こ
と
で
、
矛
盾
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
デ
ー
タ
を
基
に
グ
ラ
フ
化



安
全
問
題
で
は
主
に
２
点

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

１
つ
は
、
地
震
に
よ
り
活
断

層
を
境
界
に
ど
ち
ら
か
が
沈

下
又
は
隆
起
し
た
場
合
、
地

中
を
通
る
リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ

ル
が
地
盤
も
ろ
と
も
変
動

し
、
真
っ
二
つ
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
が
組
合

の
主
張
で
す
。

そ
れ
に
対
し
会
社
は
、「
最

短
距
離
で
横
断
す
る
。
専
門

家
が
最
新
の
知
見
を
活
か
し

て
補
強
す
る
。
適
切
な
工
法

を
採
用
し
建
設
す
る
た
め
、

絶
対
に
真
っ
二
つ
に
は
な
ら

な
い
」
と
断
言
し
ま
し
た
。

大
自
然
の
力
を
な
め
て
い
る

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。

２
つ
目
は
、
事
故
発
生
時

の
避
難
誘
導
で
す
が
、
世
界

本
、
お
り
づ
る
の
会
、
家
族
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
、
シ
ー
サ
ー

会
の
仲
間
を
含
め
総
勢

名
33

で
開
催
し
ま
し
た
。

済
州
島
は
朝
鮮
半
島
の
南

端
か
ら
約

㎞
、
日
本
か
ら

90

最
短
距
離
は
１
８
０
㎞
の
地

点
に
浮
か
ぶ
沖
縄
諸
島
よ
り

や
や
小
さ
い
火
山
島
で
す
。

島
全
体
が
溶
岩
層
に
覆
わ
れ

米
の
生
産
に
は
不
向
き
で
、

主
な
産
業
は
、
観
光
や
ミ
カ

ン
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク

等
の
畑
作
、
牧
畜
、
漁
業
な

ど
で
す
。
日
常
的
に
強
風
に

さ
ら
さ
れ
、
台
風
や
低
気
圧

が
よ
く
通
過
す
る
島
で
す
。

「
済
州
島
４
・
３
事
件
」

は
、
１
９
４
８
年
４
月
３
日
、

在
朝
鮮
ア
メ
リ
カ
陸
軍
司
令

部
軍
政
庁
支
配
下
に
あ
る
南

朝
鮮
（
現
韓
国
）
の
済
州
島

で
起
き
ま
し
た
。
１
９
４
５

年
の
解
放
後
、
朝
鮮
半
島
は

米
ソ
分
割
占
領
下
に
置
か

れ
、
済
州
島
に
も
米
軍
の
占

領
当
地
が
及
ん
で
い
ま
し

だ
。
米
ソ
の
話
し
合
い
が
決

裂
し
、
便
宜
的
な
分
割
占
領

が
恒
久
的
な
南
北
分
断
へ
と

向
か
う
中
で
起
き
た
悲
劇
で

す
。
島
民
の
蜂
起
に
伴
い
、

南
朝
鮮
国
防
警
備
隊
、
韓
国

軍
、
韓
国
警
察
、
朝
鮮
半
島

本
土
の
右
翼
青
年
団
な
ど
が

１
９
５
４
年
９
月

日
ま
で

21

の
期
間
に
引
き
起
こ
し
た
一

連
の
島
民
虐
殺
事
件
で
す
。

済
州
島
の
村
々
が
ほ
と
ん
ど

焼
き
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
血
生
臭
い
弾
圧
に
投

入
さ
れ
た
警
察
、
軍
、
右
翼

団
体
は
、
既
に
植
民
地
期
に

日
本
が
つ
く
り
育
て
た
機
構

や
人
員
を
引
き
継
ぐ
存
在
で

あ
り
ま
し
た
。

研
修
団
一
行
は
、
現
地
の

ガ
イ
ド
（
通
訳
）
２
人
（
宋

さ
ん
、
金
さ
ん
）
、
現
地
済

州
島
４
・
３
事
件
説
明
員

本
紙
３
２
６
号
で
約
束
し

た
、
岩
手
県
の
宮
古
市
、
山

田
町
、
大
槌
町
、
釜
石
市
の

仮
設
住
宅
を
訪
問
し
被
災
者

の
生
の
声
を
お
聞
き
し
、
考

え
た
事
を
報
告
し
ま
す
。

現
地
で
実
情
を
確
認
し
た

私
の
実
感
は
、
政
府
が
言
う

「
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
支

援
」
は
残
念
な
が
ら
実
現
で

き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。例

え
ば
「
水
道
管
が
風
雪

に
さ
ら
さ
れ
凍
結
す
る
。
町

に
言
う
と
県
の
仕
事
。
県
に

言
え
ば
町
の
仕
事
と
言
う
。

何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
事
例
。
私
が
国
会
に
戻
り

監
督
官
庁
に
問
い
合
わ
せ
れ

ば
、「
基
本
的
に
県
の
管
轄
。

年
度
末
ま
で
に
対
策
す
る
よ

う
指
導
す
る
」
と
答
弁
。「
３

月
ま
で
と
は
、
も
う
一
冬
凍

る
の
を
我
慢
し
ろ
と
い
う
こ

と
か
？
そ
れ
が
、
寄
り
添
っ

た
支
援
な
の
か
！
」
と
私
は

憤
り
を
覚
え
ま
し
た
。
あ
る

町
役
場
か
ら
は
、
「
国
の
指

導
も
あ
り
、
仮
設
住
宅
の
数

を
精
査
し
被
災
者
数
き
っ
ち

り
の
予
算
で
建
設
。
し
か
し
、

１
年
が
経
ち
町
外
避
難
し
て

い
た
町
民
が
仮
設
で
も
町
に

戻
り
た
い
と
い
う
希
望
が
多

い
。
国
に
増
設
の
予
算
を
要

求
し
た
が
、
も
う
予
算
は
な

い
と
き
っ
ぱ
り
言
わ
れ
た
」

と
。
物
の
見
事
な
縦
割
り
の

官
僚
行
政
で
す
。
仮
設
住
宅

予
算
は
無
い
と
強
弁
し
て
い

る
が
、
復
興
予
算
全
体
で
は

未
執
行
で
６
兆
円
も
余
っ
て

い
る
の
で
す
。
被
災
者
の
為

に
臨
機
応
変
の
対
応
が
出
来

て
こ
そ
、
「
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
」
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
昨
年

月
の
参
議

10

院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

委
員
会
で
「
復
興
庁
の
設
立

が
決
ま
っ
た
。
課
題
は
明
確

だ
、
①
現
場
と
の
乖
離
を
解

消
し
被
災
地
に
則
し
た
支
援

の
実
現
。
②
ス
ピ
ー
ド
感
の

欠
如
の
解
消
の
２
点
で
あ

る
。
官
僚
の
縦
割
り
行
政
の

弊
害
で
被
災
地
の
復
興
は
大

き
く
左
右
さ
れ
る
」
と
質
し

ま
し
た
。
復
興
大
臣
は
、「
大

丈
夫
。
各
省
か
ら
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
を
集
め
、
復
興
庁
が

各
省
の
上
に
立
ち
リ
ー
ド

し
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
支
援
を
し
て
い
く
」
と
い

う
主
旨
の
答
弁
を
し
ま
し

た
。私

の
責
務
は
、
被
災
地
の

悲
痛
な
叫
び
を
政
府
に
責
任

を
持
っ
て
届
け
問
い
質
す
こ

と
で
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
使
っ
て
政
府
か
ら
納

得
の
い
く
回
答
・
解
決
策
を

引
き
出
す
よ
う
取
り
組
む
こ

と
で
す
。
今
後
も
復
興
特
別

委
員
会
等
で
、
文
字
通
り
の

「
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
支

援
の
実
現
」
に
向
け
て
頑
張

り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
訪
問
し
た

被
災
地
で
も
、
多
く
の
被
災

者
か
ら
「
鉄
道
を
復
活
し
て

ほ
し
い
！
」
と
い
う
切
実
な

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
被
災
地

の
皆
様
そ
し
て
組
合
の
仲
間

と
連
携
し
、
引
き
続
き
全
精

力
を
傾
注
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
約
束
し
ま
す
。

タ
イ
ト
な
日
程
に
も
関
わ

ら
ず
、
被
災
地
の
実
情
が
把

握
で
き
る
よ
う
に
様
々
の
ご

配
慮
い
た
だ
い
た
盛
岡
地
本

釜
石
支
部
の
仲
間
の
ご
協
力

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（２）第３２７号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１２年（平成２４年）１０月１５日

権力による住民虐殺を二度と繰り返すな！
新幹線関西地本が「済州島４・３ 慰霊の旅」開催 安

全
意
識
の
欠
如

会
社
が
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
自
社
負
担
建
設
を
発
表

し
た
時
点
で
は
、
理
由
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、

①
東
海
道
新
幹
線
の
輸
送
力

限
界
、
②
東
海
地
震
や
東
海

道
新
幹
線
の
大
規
模
改
修
に

崩
れ
去
る
リ
ニ
ア
建
設
理
由

新
幹
線
関
西
地
本
は
９
月

～

日
、
韓
国
「
済
州
島

20

23

４
・
３
事
件

慰
霊
の
旅
」

を
新
幹
線
地
本
、
名
古
屋
地

に
例
を
見
な
い
長
大
ト
ン
ネ

ル
か
ら
の
脱
出
は
、
慎
重
に

検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
会
社
は
、
乗
務

員
を
何
人
乗
せ
る
か
も
決
め

て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
安
全
に
対
す

る
基
本
姿
勢
が
全
く
欠
如
し

て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
す
。

伴
う
バ
イ
パ
ス
機
能
、
③
速

達
性
向
上
で
す
。
昨
年
、
①

に
つ
い
て
は
取
り
下
げ
ま
し

た
。
今
業
務
委
員
会
で
は
、

東
海
道
新
幹
線
の
大
規
模
改

修
を
２
０
１
８
年
か
ら
２
０

２
７
年
ま
で
に
行
う
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
リ
ニ
ア
の
バ
イ

パ
ス
論
は
通
用
し
な
く
な
り

ま
す
。
こ
の
質
問
に
対
し
て

は
、
会
社
は
「
リ
ニ
ア
推
進

の
理
由
は
他
に
も
あ
る
」
と

質
問
の
本
質
か
ら
逃
避
し
ま

し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
会
社
の

見
解
・
主
張
は
、
全
く
理
解

が
得
ら
れ
る
内
容
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
曖
昧
さ
、
杜
撰
さ

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
建
設
は
、
会

社
の
経
営
破
綻
に
着
実
に
近

づ
い
て
い
る
と
言
う
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
本
部
は
、
「
直

ち
に
建
設
の
中
止
を
求
め
、

業
務
委
員
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

（
高
さ
ん
）
の
３
人
を
含
め

て
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
、
こ

の
島
で
起
き
た
数
多
く
の
虐

殺
に
な
っ
た
場
所
、
慰
霊
の

聖
地
、
記
念
館
、
済
州
４
・

３
平
和
公
園
、
失
わ
れ
た
村
、

日
本
軍
飛
行
場
（
格
納
庫
）

・
弾
薬
庫
跡
地
等
を
慰
霊
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
更
に
、

済
州
島
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
韓
国
海
軍
基
地
建
設
地
や

反
対
闘
争
を
繰
り
広
げ
て
い

る
仲
間
と
も
連
帯
・
交
流
が

出
来
ま
し
た
。

行
程
の
間
に
は
、
済
州
島

の
世
界
自
然
遺
産
や
観
光
地

を
巡
り
、
地
元
の
韓
国
料
理

を
堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
地
に
立
っ
て
自

分
の
目
で
見
て
、
聞
い
て
、

話
し
て
、
過
去
に
起
き
た
歴

史
を
振
り
返
り
、
こ
の
現
代

の
平
和
の
取
り
組
み
へ
と
活

か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
、
参
加
者
全
体
で
確
認

し
ま
し
た
。

（
多
田
一
夫
通
信
員
）

田
城
議
員便

り

写真は

慰霊碑前


